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事業協同組合・商工組合
実態調査報告

全国中小企業団体中央会

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
以

下
「
全
国
中
央
会
」）
で
は
、
都
道

府
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
以

下
「
都
道
府
県
中
央
会
」）
と
協
力
し

て
、
平
成
27
年
８
月
１
日
現
在
で
事

業
協
同
組
合
（
同
連
合
会
）・
商
工
組

合
（
同
連
合
会
）
の
実
態
調
査
を
行
っ

た
。
こ
の
た
び
、
そ
の
集
計
デ
ー
タ

を
報
告
書
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

　

本
調
査
は
、
都
道
府
県
中
央
会
よ

り
調
査
先
を
抽
出
し
、
全
国
中
央
会

よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
郵
送
し

た
も
の
で
あ
る
。
調
査
対
象
数
は
、

事
業
協
同
組
合
（
同
連
合
会
）
が
２
，

１
６
９
組
合
等
、
商
工
組
合
（
同
連

合
会
）
が
９
８
８
組
合
等
、回
収
数
は
、

事
業
協
同
組
合
（
同
連
合
会
）
が
１
，

５
９
９
組
合
等
（
う
ち
62
連
合
会
、
回

収
率
73
・
７
％
）、
商
工
組
合
（
同
連

合
会
）
が
７
１
６
組
合
等
（
う
ち
28

連
合
会
、
回
収
率
72
・
２
％
）。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
、
協
同
組
合

連
合
会
及
び
商
工
組
合
連
合
会
の
結

果
概
要
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

（
１
）
組
織
の
状
況

①
業
種
別
の
分
布

　

業
種
別
分
布
は
、「
製
造
業
」（
20
・

０
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
サ
ー

ビ
ス
業
」（
14
・
４
％
）、「
卸
売
業
」「
建

設
業
」（
13
・
８
％
）、
以
下
、「
小
売
業
」

（
12
・
９
％
）、「
異
業
種
」（
12
・
１
％
）、

「
運
輸
業
」（
10
・
６
％
）、「
そ
の
他
」

（
２
・
５
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

②
設
立
年
別
の
分
布

　

設
立
時
期
を
み
る
と
、「
昭
和
35
年

以
前
」（
21
・
９
％
）
が
最
も
多
く
、

次
に
「
平
成
３
年
以
降
」（
19
・
６
％
）、

「
昭
和
46
年
〜
50
年
」（
13
・
５
％
）、「
昭

和
41
年
〜
45
年
」（
11
・
１
％
）
の
順

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
設
立
か
ら

40
年
を
経
過
し
た
昭
和
50
年
以
前
の

組
合
が
55
・
７
％
と
過
半
数
を
占
め

て
い
る
。

③
組
合
地
区
別
の
分
布

　

組
合
の
地
区
別
の
分
布
は
、「
単
一

都
道
府
県
」（
50
・
０
％ 

） 

が
最
も
多

く
、「
一
都
道
府
県
未
満
」（
31
・
２
％
）、

「
複
数
都
道
府
県
」（
14
・
０
％
）、「
全

国
」（
１
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

④
出
資
金
別
の
分
布

　

出
資
金
総
額
別
の
分
布
は
、

「
５
０
０
万
円
〜
１
，
０
０
０
万
円
未

満
」（
15
・
７
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
１
０
０
万
円
〜
３
０
０
万
円

未
満
」（
15
・
４
％
）、「
３
，
０
０
０

　

１
．
は
じ
め
に

　

２
．
事
業
協
同
組
合

特 集
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円
〜
５
，
０
０
０
万
円
未
満
」（
11
・

８
％
）、「
１
，
０
０
０
万
円
〜
２
，

０
０
０
万
円
未
満
」（
11
・
４
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
組
合
員
数
別
の
分
布

　

組
合
員
数
別
分
布
は
、「
20
人
以
下
」

（
32
・
０
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
21
人
〜
50
人
」（
29
・
１
％
）、「
51
人

〜
１
０
０
人
」（
17
・
６
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

⑥
専
従
役
職
員
の
設
置
状
況

　

専
従
役
職
員
の
設
置
状
況
（
パ
ー

ト
を
含
む
）
を
み
る
と
、「
常
勤
役
員
」

「
事
務
・
管
理
職
員
」「
そ
の
他
」
の
各

部
門
で
組
合
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る

専
従
役
職
員
は
「
２
人
」（
22
・
４
％
）

が
最
も
多
い
。
次
い
で
、「
６
〜
10
人
」

（
16
・
４
％
）、「
１
人
」（
15
・
２
％
）、

「
４
〜
５
人
」（
13
・
９
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

⑦
専
従
役
職
員
の
う
ち
の
組
合
士
数

　

専
従
役
職
員
の
う
ち
、
中
小
企
業

組
合
士
が
い
る
組
合
は
２
０
９
組
合

（
13
・
５
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
組
合
事
業
支
援
の
強
化

①
実
施
事
業
の
状
況

　

組
合
が
実
施
す
る
事
業
は
多
種
多

様
で
あ
る
が
、「
情
報
の
収
集
・
提
供
」

（
56
・
６
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「
共
同
購
買
・
仕
入
」（
56
・
０
％
）、「
組

合
員
・
従
業
員
の
福
利
厚
生
」（
54
・

２
％
）、「
従
業
員
の
教
育
・
訓
練
」

（
39
・
４
％
）、「
共
同
宣
伝
・
販
売
促

進
・
イ
ベ
ン
ト
」（
28
・
８
％
）、「
共
同

受
注
」（
26
・
３
％
）
の
順
と
な
っ
て

い
る
（
図
表
１
）。

②
今
後
、
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
事
業

　

今
後
、
組
合
が
重
点
的
に
取
り
組
み

た
い
事
業
を
み
る
と
、「
従
業
員
の
教

育
・
訓
練
」（
12
・
５
％
）
が
最
も
多
く
、

「
共
同
購
買
・
仕
入
」（
10
・
７
％
）、「
共

同
受
注
」（
９
・
６
％
）、「
共
同
宣
伝
・

販
売
促
進
・
イ
ベ
ン
ト
」（
９
・
２
％
）、

「
情
報
の
収
集
・
提
供
」（
９
・
０
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
１
）。

③
共
同
事
業
全
体
の
取
扱
高

　

共
同
事
業
の
全
体
の
取
扱
高
に
つ
い

て
は
、「
横
ば
い
で
あ
る
」（
44
・
８
％
）、

「
減
少
し
て
い
る
」（
40
・
９
％
）、「
増

加
し
て
い
る
」（
12
・
９
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

④ 

組
織
運
営
体
制
に
お
け
る
障
害
・
問

題
点

　

組
織
運
営
体
制
面
に
お
け
る
障
害
・

問
題
点
に
つ
い
て
は
、「
組
合
員
の
減

少
」（
46
・
３
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
組
合
員
の
業
況
不
振
」（
35
・

２
％
）、「
組
合
員
の
世
代
交
代
」（
34
・

４
％
）、「
組
合
員
の
協
調
性
・
参
加
意

識
の
不
足
」（
33
・
０
％
）
の
順
に
な
っ

て
い
る

⑤
事
業
面
に
お
け
る
障
害
・
問
題
点

　

事
業
面
に
お
け
る
障
害
・
問
題
点
に

つ
い
て
は
、「
特
に
な
し
」（
41
・
４
％
）

が
最
も
多
く
、「
事
業
利
用
の
特
定
組

合
員
へ
の
偏
り
」（
24
・
０
％
）、「
組
合

事
業
と
競
合
す
る
外
部
企
業
の
進
出
」

（
17
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑥ 

都
道
府
県
中
央
会
か
ら
希
望
す
る
支

援

　

組
合
が
都
道
府
県
中
央
会
か
ら
希
望

す
る
支
援
に
つ
い
て
は
「
組
合
へ
の
情

報
提
供
」（
54
・
３
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
行
政
庁
等
提
出
書
類
の
作
成

支
援
」（
31
・
１
％
）、「
助
成
事
業
を
通

じ
て
の
支
援
」（
30
・
４
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

⑦
団
体
協
約
の
締
結
の
有
無

　

中
協
法
で
は
組
合
が
組
合
員
の
競
争

力
を
補
強
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
団

体
協
約
の
締
結
事
業
を
認
め
て
い
る
が
、

現
在
団
体
協
約
を
締
結
し
て
い
る
組
合

は
１
０
４
組
合
（
６
・
８
％
）
で
あ
っ

た
。

（
３
）
組
合
の
財
務
状
況

①
組
合
の
主
要
収
入

　

組
合
の
主
要
な
収
入
で
上
位
３
つ
に

あ
げ
ら
れ
た
も
の
を
集
計
し
た
結
果
、

主
要
収
入
の
第
１
位
は
「
共
同
経
済
事

業
収
入
（
共
済
・
金
融
事
業
を
除
く
）」

（
42
・
９
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
賦
課
金
収
入
」（
32
・
９
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

② 

組
合
の
最
近
５
年
間
の
総
収
入
及
び

純
損
益
の
状
況

　

組
合
の
最
近
５
年
間
の
総
収
入
の

傾
向
を
み
る
と
、「
減
少
傾
向
」（
44
・

３
％
）、「
変
化
な
し
」（
33
・
５
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
の
最
近
５

年
間
の
純
損
益
の
傾
向
を
み
る
と
、「
収

支
均
衡
」（
41
・
４
％
）、「
黒
字
傾
向
」

（
36
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

図表１　現在実施している事業と今後重点としたい事業
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③
剰
余
金
配
当
の
有
無

　

組
合
の
直
近
年
度
決
算
で
の
配
当
の

有
無
を
み
る
と
、「
配
当
は
行
わ
な
か
っ

た
」（
74
・
２
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
利
用
分
量
配
当
の
み
を
行
っ

た
」（
９
・
０
％
）、「
出
資
配
当
と
利
用

分
量
配
当
の
両
方
を
行
っ
た
」（
８
・

１
％
）、「
出
資
配
当
の
み
を
行
っ
た
」

（
６
・
６
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

④
脱
退
者
に
対
す
る
持
分
の
払
戻
し

　

脱
退
者
に
対
す
る
持
分
の
払
戻
し
方

法
を
み
る
と
、「
出
資
額
限
度
の
払
戻

し
」（
53
・
４
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
持
分
の
全
額
払
戻
し
」（
33
・

３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
組
合
運
営
体
制
の
状
況

①
最
近
３
年
間
の
組
合
員
数
の
傾
向

　

最
近
３
年
間
の
組
合
員
の
傾
向
に
つ

い
て
は
、「
減
少
傾
向
に
あ
る
」（
48
・

５
％
）、「
あ
ま
り
変
化
は
な
い
」（
43
・

７
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

②
最
近
３
年
間
の
組
合
へ
の
加
入
理
由

　

最
近
３
年
間
に
組
合
へ
の
加
入
が

あ
っ
た
場
合
、
そ
の
加
入
理
由
に
つ

い
て
は
、「
共
同
経
済
事
業
へ
の
参
加
」

（
26
・
６
％
）、「
組
合
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
の
信
用
力
の
取
得
」（
14
・
２
％
）、

「
非
共
同
経
済
事
業
へ
の
参
加
」（
10
・

９
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

③ 

最
近
３
年
間
の
脱
退
し
た
組
合
員
の

脱
退
理
由

　

最
近
３
年
間
に
脱
退
し
た
組
合
員
の

脱
退
理
由
に
つ
い
て
は
、「
廃
業
・
破

産
（
倒
産
）」（
55
・
２
％
）
が
最
も
多

く
、
次
い
で
「
事
業
の
縮
小
・
撤
退
」

（
32
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
る
．

④
理
事
会
の
開
催
回
数

　

理
事
会
の
開
催
回
数
は
、「
３
〜
６

回
」（
39
・
４
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
７
〜
12
回
」（
33
・
８
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

⑤
委
員
会
の
設
置

　

委
員
会
設
置
の
有
無
に
つ
い
て
み
る

と
、「
設
置
し
て
い
る
」（
57
・
７
％
）、

「
設
置
し
て
い
な
い
」（
34
・
２
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
委
員
会
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
は
、「
組
織
運
営
の
た
め
の
機
関

と
し
て
活
動
し
て
い
る
」（
37
・
８
％
）、

「
共
同
事
業
を
推
進
す
る
機
関
と
し
て

活
動
し
て
い
る
」（
31
・
６
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
委
員
会
の
組
合
事
業
活
性
化

の
貢
献
度
に
つ
い
て
は
、「
役
に
立
っ
て

い
る
」（
82
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑥ 

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
る
組
合
員
支
援
策

　

組
合
や
組
合
員
を
め
ぐ
る
最
近
の
環

境
変
化
の
中
で
、
今
後
、
組
合
が
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る

組
合
員
支
援
策
は
、「
人
材
（
女
性
・
若

者
等
）
活
用
・
育
成
支
援
」
と
「
事
業

承
継
支
援
」（
28
・
６
％
）
が
最
も
多

く
、次
い
で
「（
組
合
員
の
）販
路
開
拓
」

（
20
・
９
％
）、「
環
境
・
安
全
問
題
へ
の

支
援
」（
20
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
組
合
間
連
携

　

組
合
間
連
携
に
よ
る
事
業
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
み
る
と
、「
現
在
、
実
施
し

て
い
る
」（
28
・
８
％
）、「
過
去
に
実
施

し
て
い
た
」（
７
・
６
％
）
と
合
わ
せ
て
、

36
・
４
％
の
組
合
が
組
合
間
連
携
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
組
合
間
連
携
を
「
現
在
、
実

施
し
て
い
る
」「
過
去
に
実
施
し
て
い

た
」
と
回
答
し
た
組
合
に
、
組
合
間
連

携
の
成
果
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
組
合

等
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」（
23
・
４
％
）

が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
人
事
交
流
の

促
進
」（
22
・
７
％
）、「
業
務
の
効
率
化
」

（
21
・
８
％
）、「
新
し
い
取
引
先
・
市
場

の
開
拓
」（
17
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
１
）
組
合
の
概
要

①
業
種
別
の
分
布

　

組
合
の
業
種
別
分
布
は
、「
製
造
業
」

（
48
・
３
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
小
売
業
」（
21
・
３
％
）、「
建
設
業
」

（
13
・
７
％
）、
サ
ー
ビ
ス
業
（
10
・

４
％
）、
卸
売
業
（
５
・
１
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

②
設
立
年
別
の
分
布

　

組
合
の
設
立
年
別
分
布
は
、「
昭
和
35
年

以
前
」（
23
・
８
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い

で
「
昭
和
36
年
〜
40
年
」（
20
・
３
％
）、

「
昭
和
46
年
〜
50
年
」（
16
・
１
％
）、「
昭
和

51
年
〜
55
年
」（
15
・
３
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
３
年
以
降
の
設
立
組
合

は
16
組
合
（
２
・
３
％
）
と
な
っ
て
い

る
。

③
組
合
地
区
別
の
分
布

　

組
合
の
地
区
別
の
分
布
は
、「
単
一
都

道
府
県
」（
77
・
５
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
、「
複
数
都
道
府
県
」（
７
・
４
％
）

一
都
道
府
県
未
満
（
６
・
３
％
）、「
全

国
」（
５
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

④
出
資
金
別
の
分
布

　

出
資
金
総
額
別
の
分
布
は
、

「
１
０
０
万
円
未
満
」（
21
・
２
％
）
が

最
も
多
く
、
次
い
で
「
１
０
０
万
円

〜
３
０
０
万
円
未
満
」（
19
・
４
％
）、

「
５
０
０
万
円
〜
１
，
０
０
０
万

円
」（
８
・
６
％
）、「
３
０
０
万
円
〜

５
０
０
万
円
未
満
」（
８
・
２
％
）
の
順

と
な
っ
て
い
る
。

⑤
組
合
員
数
別
の
分
布

　

組
合
の
組
合
員
数
別
分
布
は
、「
21
人

〜
50
人
」（
23
・
５
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
51
人
〜
１
０
０
人
」（
18
・

２
％
）、「
２
０
１
人
〜
５
０
０
人
」

　

３
．
商
工
組
合



12

（
18
・
０
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
専
従
役
職
員
の
設
置
状
況

　

専
従
役
職
員
の
設
置
状
況
（
パ
ー
ト

を
含
む
）
を
み
る
と
、「
常
勤
役
員
」「
事

務
・
管
理
職
員
」「
そ
の
他
」
の
各
部

門
で
組
合
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
専

従
役
職
員
の
状
況
は
、「
１
人
」（
27
・

６
％
）
が
最
も
多
い
。
次
い
で
、
２
人

（
20
・
１
％
）、「
０
人
」（
12
・
４
％
）、

「
11
人
以
上
」（
12
・
１
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

⑦
専
従
役
職
員
の
う
ち
の
組
合
士
数

　

専
従
役
職
員
の
う
ち
、
中
小
企
業
組

合
士
が
い
る
組
合
は
、
49
組
合
（
７
・

１
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
商
工
組
合
の
活
性
化

①
組
織
形
態

　

出
資
・
非
出
資
の
別
を
み
る
と
、「
出

資
組
合
」（
85
・
５
％
）、「
非
出
資
組
合
」

（
14
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

組
織
形
態
別
の
分
布
は
、「
産
地
型
組

合
」（
16
・
４
％
）、「
非
産
地
型
組
合
」

（
83
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

② 

同
業
者
を
組
織
し
て
い
る
割
合
（
組

織
率
）

　

組
合
の
地
区
内
に
加
入
資
格
の
あ
る

同
業
者
数
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
組
合

に
加
入
し
て
い
る
か
を
表
す
の
が
組

織
率
で
、
そ
の
組
織
率
に
つ
い
て
み

る
と
、
同
業
者
数
の
「
２
分
の
１
以

上
」（
43
・
６
％
）、「
２
分
の
１
未
満
」

（
17
・
１
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

③
組
織
率
の
傾
向

　

組
合
に
加
入
資
格
の
あ
る
同
業
者
を

組
織
し
て
い
る
割
合
（
組
織
率
）
の
傾

向
に
つ
い
て
み
る
と
、「
低
下
し
て
い

る
」（
58
・
４
％
）
が
最
も
高
く
、
次

い
で
「
変
化
な
い
」（
33
・
７
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

④
指
導
調
査
事
業
の
内
容

　

指
導
調
査
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
み

る
と
、「
技
術
者
・
技
能
者
の
育
成
」
と

「
後
継
者
の
育
成
」（
38
・
８
％
）
が

最
も
多
く
、
人
材
育
成
が
上
位
を
占

め
、
以
下
「
業
界
ビ
ジ
ョ
ン
や
指
針
の

作
成
」（
35
・
２
％
）、「
技
術
・
生
産
」

（
31
・
７
％
）、「
業
界
基
準
、
安
全
・
品

質
規
格
」（
31
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
情
報
収
集
・
提
供
事
業
の
内
容

　

組
合
が
組
合
員
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
情
報
を
収
集
・
提
供
し
て
い
る
か
を

み
る
と
、「
業
界
動
向
に
関
す
る
情
報
」

（
86
・
１
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
法
令
・
通
達
な
ど
行
政
に
関
す
る
情

報
」（
56
・
５
％
）、「
技
術
に
関
す
る
情

報
」（
48
・
３
％
）、「
施
策
・
制
度
に
関

す
る
情
報
」（
40
・
０
％
）
と
な
っ
て

い
る
。

（
３
）
組
合
事
業
支
援
の
強
化

①
実
施
事
業

　

実
施
事
業
に
つ
い
て
は
、「
組
合
員
・

従
業
員
の
福
利
厚
生
」（
47
・
６
％
）

が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
資
格
事
業
に

関
す
る
指
導
・
教
育
」（
43
・
５
％
）、

「
資
格
事
業
に
関
す
る
情
報
収
集
・
提

供
」（
39
・
５
％
）、「
共
同
購
買
・
仕
入
」

（
34
・
５
％
）「
損
害
・
生
命
・
傷
害
等

の
共
済
事
業
」（
33
・
７
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

②
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
事
業

　

今
後
、
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
事

業
を
み
る
と
、「
資
格
事
業
に
関
す
る
指

導
・
教
育
」（
14
・
５
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
、「
共
同
購
買
・
仕
入
」（
８
・

９
％
）、「
共
同
宣
伝
・
販
売
促
進
・
イ

ベ
ン
ト
」（
８
・
５
％
）、「
そ
の
他
」（
６
・

０
％
）、「
市
場
調
査
・
販
路
開
拓
」・

「
損
害
・
生
命
・
傷
害
等
の
共
済
事
業
」

（
５
・
８
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図

表
２
）。

③
共
同
事
業
全
体
の
取
扱
高

　

共
同
事
業
全
体
の
取
扱
高
に
つ
い

て
は
、「
減
少
し
て
い
る
」（
43
・
４
％
）、

「
横
ば
い
で
あ
る
」（
38
・
８
％
）、「
増

加
し
て
い
る
」（
10
・
５
％
）
の
順
に

な
っ
て
い
る
。

④ 

組
織
運
営
体
制
面
に
お
け
る
障

害
・
問
題
点

　

組
織
運
営
体
制
面
に
お
け
る
障

害
・
問
題
点
に
つ
い
て
は
、「
組
合
員

の
減
少
」（
71
・
７
％
）
が
最
も
多

く
、
次
い
で
「
組
合
員
の
業
況
不
振
」

（
50
・
８
％
）、「
組
合
員
の
世
代
交
代
」

（
41
・
５
％
）、「
組
合
員
の
協
調
性
・
参

加
意
識
の
不
足
」（
39
・
７
％
）
の
順

に
な
っ
て
い
る
。

⑤
事
業
面
に
お
け
る
障
害
・
問
題
点

　

事
業
面
に
お
け
る
障
害
・
問
題
点
に

つ
い
て
は
、「
業
界
の
停
滞
」（
58
・
８
％
）

が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
特
に
な
し
」

（
17
・
２
％
）、「
組
合
事
業
と
競
合
す

る
外
部
企
業
の
進
出
」（
12
・
７
％
）、

「
事
業
利
用
の
特
定
組
合
員
へ
の
偏
り
」

図表２　現在実施している事業と今後重点としたい事業
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（
12
・
３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑥ 
都
道
府
県
中
央
会
か
ら
希
望
す
る
支
援

　

組
合
が
都
道
府
県
中
央
会
か
ら
希
望

す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、「
組
合
へ
の
情

報
提
供
」（
50
・
５
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
助
成
制
度
を
通
じ
て
の
支

援
」（
40
・
３
％
）、「
行
政
庁
等
提
出
書

類
の
作
成
支
援
」（
30
・
１
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

⑦
組
合
協
約
の
締
結
状
況

　

中
団
法
で
は
組
合
が
組
合
員
の
競
争

力
を
補
強
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
組

合
協
約
の
締
結
事
業
を
認
め
て
い
る
が
、

現
在
、
組
合
協
約
を
締
結
し
て
い
る
組

合
は
、
34
組
合
（
５
・
０
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

（
４
）
組
合
の
財
務
状
況

①
組
合
の
主
要
収
入

　

組
合
の
主
要
な
収
入
で
上
位
３
つ
に

あ
げ
ら
れ
た
も
の
を
集
計
し
た
結
果
、

主
要
収
入
の
第
１
位
は
「
賦
課
金
収

入
」（
66
・
９
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
共
同
経
済
事
業
収
入
（
共
済
・

金
融
事
業
を
除
く
）」（
16
・
２
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

② 

組
合
の
最
近
５
年
間
の
総
収
入
及
び

純
損
益
の
状
況

　

組
合
の
最
近
５
年
間
の
総
収
入
の

傾
向
を
み
る
と
、「
減
少
傾
向
」（
59
・

１
％
）、「
変
化
な
し
」（
27
・
６
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
の
最
近
５

年
間
の
純
損
益
の
傾
向
を
み
る
と
、「
収

支
均
衡
」（
46
・
１
％
）、「
赤
字
傾
向
」

（
29
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

③
剰
余
金
配
当
の
有
無

　

組
合
の
直
近
年
度
決
算
で
の
配
当
の

有
無
を
み
る
と
、「
配
当
は
行
わ
な
か
っ

た
」（
83
・
６
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
利
用
分
量
配
当
の
み
を
行
っ

た
」（
３
・
１
％
）、「
出
資
配
当
と
利
用

分
量
配
当
の
両
方
を
行
っ
た
」（
２
・

７
％
）、「
出
資
配
当
の
み
を
行
っ
た
」

（
２
・
４
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

④
脱
退
者
に
対
す
る
持
分
の
払
戻
し

　

脱
退
者
に
対
す
る
持
分
の
払
戻
し
方

法
を
み
る
と
、「
出
資
額
限
度
の
払
戻

し
」（
47
・
３
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
持
分
の
全
額
払
戻
し
」（
34
・

３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
組
合
運
営
体
制
の
状
況

①
最
近
３
年
間
の
組
合
員
数
の
傾
向

　

最
近
３
年
間
の
組
合
員
の
傾
向
に
つ

い
て
は
、「
減
少
傾
向
に
あ
る
」（
73
・

３
％
）、「
あ
ま
り
変
化
は
な
い
」（
23
・

５
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

②
最
近
３
年
間
の
組
合
へ
の
加
入
理
由

　

最
近
３
年
間
に
組
合
へ
の
加
入
が

あ
っ
た
場
合
、
そ
の
加
入
理
由
に
つ

い
て
は
、「
組
合
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
の
信
用
力
の
取
得
」（
21
・
５
％
）、

「
非
共
同
経
済
事
業
へ
の
参
加
」（
21
・

０
％
）、「
共
同
経
済
事
業
へ
の
参
加
」

（
18
・
７
％
）、「
技
術
・
市
場
等
の
情

報
交
換
・
交
流
・
提
携
」（
18
・
２
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

③ 

最
近
３
年
間
の
脱
退
し
た
組
合
員
の

脱
退
理
由

　

最
近
３
年
間
に
脱
退
し
た
組
合
員
の
、

そ
の
脱
退
理
由
に
つ
い
て
は
、「
廃
業
・

破
産
（
倒
産
）」（
78
・
２
％
）
が
最
も

多
く
、次
い
で
「
事
業
の
縮
小
・
撤
退
」

（
46
・
３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

④
理
事
会
の
開
催
回
数

　

理
事
会
の
開
催
回
数
は
、「
３
〜
６

回
」（
59
・
３
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
２
回
以
下
」（
18
・
７
％
）、「
７

〜
12
回
」（
18
・
４
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

⑤
委
員
会
の
設
置
の
有
無

　

委
員
会
設
置
の
有
無
に
つ
い
て
み
る

と
、「
設
置
し
て
い
る
」（
65
・
０
％
）、

「
設
置
し
て
い
な
い
」（
27
・
４
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

　

委
員
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
組
織
運
営
の
た
め
の
機
関
と
し
て
活

動
し
て
い
る
」（
55
・
１
％
）、「
共
同
事

業
を
推
進
す
る
機
関
と
し
て
活
動
し
て

い
る
」（
20
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

委
員
会
の
組
合
事
業
活
性
化
の
貢
献

度
に
つ
い
て
は
、「
役
に
立
っ
て
い
る
」

（
87
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑥ 

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
る
組
合
員
支
援
策

　

組
合
や
組
合
員
を
め
ぐ
る
最
近
の
環

境
変
化
の
中
で
、
今
後
、
組
合
が
取
り

組
ん
で
行
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る

組
合
員
支
援
策
は
、「
事
業
承
継
支
援
」

（
40
・
０
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
人
材
（
女
性
・
若
者
等
）
活
用
・
育

成
支
援
」（
32
・
７
％
）、「
環
境
・
安

全
問
題
へ
の
支
援
」（
31
・
７
％
）、「
新

た
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
の
導
入
支
援
」

（
31
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑦ 

組
合
間
連
携
に
よ
る
事
業
の
実
施
状

況
に
つ
い
て

　

組
合
間
連
携
の
実
施
状
況
は
、「
現
在
、

実
施
し
て
い
る
」（
32
・
０
％
）、「
過
去

に
実
施
し
て
い
た
」（
６
・
７
％
）
と
合

わ
せ
て
、
約
４
割
近
い
組
合
が
組
合
間

連
携
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

組
合
間
連
携
を
「
現
在
、
実
施
し
て

い
る
」「
過
去
に
実
施
し
て
い
た
」
と

回
答
し
た
組
合
に
、
組
合
間
連
携
の
成

果
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
人
事
交
流
の
促

進
」（
25
・
７
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
人
材
の
育
成
」・「
組
合
等
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」（
25
・
３
％
）、「
商
品

（
製
品
）
の
品
質
向
上
」（
20
・
４
％
）、

「
業
務
の
効
率
化
」（
18
・
１
％
）
と
な
っ

て
い
る
。


